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  Effects of flavoxate on lower urinary tract disorders were evaluated by observation of relief of

subjective symptoms． 66 patients． （26 nervous pollakisuria’， 16 chronic cystitis， 9 neurogenic bladder，

8 chronic prostatitis， 7 prostatic hypertrophy） were treated with flavoxate． The clinical response

was excellent in 21 patients （3i．80／．）， good in 15 （22．70／．）， fair in 12 （18．20／．） and poor in 18 （27．30／，）

of 66． The rate of effectiveness was 72．7 per cent， and there was no remarkable side effect． Our

study comfirms that flavoxate ig． clinically accepted to be a usefu1 drug．

        は じ め に

 日常診療において，難治性の頻尿，尿意促迫，残尿

感などの膀胱刺激症状を訴える患者がときどき見受け

＊仙北組合病院泌尿器科

られ，その治療は困難なことが多い．今回，私たちは

膀胱刺激症状を訴える66例の患者を対象とし，膀胱平

滑筋に対してspasmolyticな作用を有するときれてい

るfiavoxate（ブラダロン）を使用する機会を得たの

で，その臨床成績を報告する．



Table 1． 症   例  一  覧  表

症例年齢性 診 断  合併症  投与量  排尿回数  尿意促迫 残尿感
排尿痛～ 会陰部
不快感 不快感

    総  合
排尿困難
    効果判定

1． S． T． 15

2． M． T． 57

3． M O． 48

4・ S・ Me 59

5． KA 57

6． T． S． 39

7． Y． A． 42

8． T． K． 39

9・ K S一 9

10． Y． S． 19

女神経性頻尿

女神経性頻尿

女神経性頻尿

女神経性頻尿

女神経性頻尿

女神経性頻尿

男神経性頻尿

．女神経性頻尿

男神離頻尿

女慢性膀胱炎

右遊走腎

右遊走腎

右重複
腎孟尿管

3T／day ×

 14 days

3T／day’ ×

 14 days

3T／day ×
 14 days

3T／day ×

 14 days

3T／day ×

 7 days

3T／day ×

 7days

3T／day ×

 14days

3T／day ×

 7days

3T／day ×

 7days

3T／day ×

 14 days

昼15→6
夜0→0
 （著効）

昼11→5
夜8→2
 （有効）

昼8→6
夜3→1
 （有効）

昼5→5
夜6→3
（やや有効）

昼11→11
夜3→2
 （無効）

昼10→10
夜2→2
 （無効）

昼13→13
夜1→1
 （無効）

昼10→10
夜5→5
 （無効）

肩し15→15

夜3→3
 （無効）

昼10→5
夜3→0
 （著効〉

著効

な し

有効

やや有効

無効

な し

な し

な し

な し

著効

有効

な し

有効

やや有効

無効

な し

な し

な し

な し

著効

な し

有効

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

著効

な

な

な

な

な

有

な

な

な

し

し

し

し

．し

し

回

し

し

し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

著効

有効

有効

やや有効

無効

無効

無効

無効

無効

著効
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11． K． O． 38，

12． K． S． 58

13． Z． O． 61

14・ S・ le 38

15． S． K． 59

16． Y． O． 31

17． U． S． 59

18・ Le W・ 59

19． Z． S． 67

20． A ￥． 75

21． T． K． 48

22． E T． ’76

女慢性膀胱炎

女慢性膀胱炎

女眠性膀胱炎

女慢性膀胱炎

女慢性膀胱炎

女 慢性膀胱炎

  前立腺
男
   肥大症

  前立腺
男
   肥大症

  前立腺
男
   肥大症

女慢性膀胱炎

  神経因性
男
    膀胱

 前立腺男

   肥大症

          昼9→6    3T／day ×
          夜3→0
     14d・y・ （著効）

          昼10→5    3T／day ×
          夜4→0
     14 d・y・ （二二）

融圧症・・／・・y×激コ1
冠不全      7d・y・ （有効）

          昼11→5    3T／day ×
          夜3→0
     14d・y・ （有効）

          昼8→8    3T／day X
          夜3→3
     14d・y・ （無効）

          昼15→15    3T／day ×
          夜0→0
     14 d・y・ （無効）

壷雛症・・／・・y×髪コき
 脳虚血． 21days （やや有効）

          昼1⑪一→7    3T／day ×
          夜5一→2．
     94d・y・（やや有効）

    ・T／・・y・瓢コ藷
     14 d・y・ （無効）

    ・・／・・y×髪黙1．

      7d・y・ （著効）

    ・・／…×灘コ1
     14day・ 侑効）

          昼7一→8    3T／d ay ×
          夜5→1
     14 Clays （著効）

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

4し

著効

な し

無効

著効

な し

な し

な し

無効

無効

な し

な し

な し

著効

な し

無効

著効

な し

な し

な し

有効

な し

な し

な し

無効

著効

な し

無効

な し

なu

な し

な し

な し

な し

無効

な し

な し

著効

な し

無効

な、し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

やや無効

著効

有海

有効

有効

無論

無効

やや有効

やや有効

無効

著効

有効

著効
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23．F． F．83男神経性頻尿

      神経因性．
24・K．T．78男
        膀胱

      神経因性25．K。1。54男
        膀胱

      慢性．26．K． T． 26 男
       前立腺炎

      神経因性
2ZK．K。47女        膀胱

28．T． T．45女慢性膀胱炎

      神経因性29．T。 S．72女
        膀胱

・・甑75男前欝症

      慢性31．Y」Oe 52男
       前立腺炎

      慢性32．Y．0．52男
       前立腺炎

      慢性33．S。K．55男
       前立腺炎

      慢性34． K二●K．  57  男

       前立腺炎

前立腺

 結石

    昼：8→83T／day ×

    夜4→014d・ys （著効）

・・／・・y×髪1コ望

14 d・y・ 侑効）

・T／・・y×農翫露

14d・y・ （無効）

‘T
i／．dFy× ：II 2：：

14d・y・ （著効）

    昼9→74T／day ×

    夜4→1 15d・y・ （有効）

    昼4→54T／day ×

    夜8→1 7d・y・ （著効）

    昼10→74T／day ×

    夜7→2 14d・y・ （著効）

    昼6一→53T／day ×

    夜4→1 14d・y・ （有効）

    昼6→63T／d ay ×

    夜3一ナ5 14d・y・ （無効）

・・／・・y×髪癖1

 7d・y・ （著効）

    昼8→64T／day ×

    夜5→1 5d・y・ （著効）

・T／・・y×髪1コ1

 14d・y・ （有効）

なし

なし

無効

なし

著効

著効

なし

有効

無効

著効

著効

なし一

なし

4し

無効

有効

なし

著効

有効

有効

無効

著効

著効

なし

なト

な し

なし

著効

なし

著効

なし

著効

無効

著効

著効

なし

な．し

ig U

なし

なし

なし

やや有効

有効

なし

無効

有効

著効

虚し

なし、

なし

無効

なし

やや有効

孝し

な し

有効

無効

なし

有効

なし

著効

有効

無効

有蓋

有効

著効

苓効

有効

無点

著効

著効

有効
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35． K．K．  70  女  ネ樋口’陸ヒ頻尿

       神経因性36． Te S．  59  男

         膀胱

37．H．Y．58男神経性頻尿

38．K．覧  6 男 神経性頻尿 停留睾丸

       前立腺
39．K。F．76男        肥大症

40．1（．S．48 男 慢性膀胱炎

       慢性  前立腺41，A。0．58男        前立腺炎  結石

       神経因性
42．K．S．67男         膀胱

       神経因性
43・ Y・ S・73男  膀胱

44．S． S． 50 男 慢性膀胱炎

       前立腺
45．K。K．65男        肥大症

46．K． S．82 男 慢性膀胱炎

・T／・・y×窪1お1

 7d・y・．（著効）

4陛鑑鐸難

    昼8→．94 T／d ay ×

    夜X2→3 7days  （著効）

・T／・・y・暴1嚢1

 7d・y・ （著効）

    昼6→74T／d ay ×

    夜4→1 14．d・y・ （著効）

・Tんy×嚢18コ18
 14d・y・ （著効）

    昼10→53 T／d ay ×

    夜4→2 14d・y・ （著効）

    昼8→63 T／d ay ×

    夜4→7 14d・y・（やや有効）

・T／・・y×霧1コ1

 14d・y・（やや有効）

    測定不能．頻3T／day ×
    回．カラLテル
 14days 留置（無効）

・T／・’
Ey・ `2’コ1

 14d・y・ 撫効）

    昼21→193T／d ay ×

    夜4→4 14 d・y・ （やや有効）

な し

著効

著効

著効

有効

やや有効

やや有効

なし

著効

無効

やや有効

やや有効

な し

著効

著効

な し

な し

有効

有効

な し

な し

無効

無効

な し

な し

無効

有効

な し

な し

な し

やや有効

やや有効

な し

無効

無効

無効

な し

著効

有効

な し

な し

な し

無効

な し

な し

無効

無効

無効

な し  著効．

なし  著効

な し．．著効

な し 著効

有効 有．効

な し  著効

やや有効 著効

なし やや有効

有効 著効

無効 無効

なし やや有効

なし やや有効
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     神経因性47．T．A．81女
       膀胱

48．T．T．45女神経性頻尿

49．T． S．24女神経性頻尿

50．T． S．46女神経性頻尿

51．A．S。29女神経性頻尿

52・S．K．46女神経性頻尿

53．N。1． 30 男 神経牲頻尿

54K・μ58女権性撫

55．F．． T． 64 女 神経性頻尿

56．H．K．29女神経性頻尿

57．M． S。 49 女 神経性頻尿

58．S．M．41女神経性頻尿

3’
@T．／．d Fy × ＃ i，6 ： g

14d・y・ 侑効）

・T／・・y×髪1fコ1

14days （有効）

   昼13→123T／day ×

   夜1・→114d・y・ （無効）

・T／・・y×署二1’

14d・y・ 撫効）

3TD／．dFy× ：iP ：i

14d・y・ ．（著効＞

3誤謬こ髪、薪

・・／・・y×餐1fコ1

14d・y・．（著効）

・Tんy・嚢顎》
14d・y・ （無効）

・・／・・yX霧1多；1f

14d・yS （やや有効）

・・／・・y×霧1揖碧

14 d・y・ （無効）

・・／・・yX霧1ξコ12

14d・y・ （やや有効）

   昼12→133T／day ×

   夜3→214d・y・ （無効）

なし

有効

無効

無効

著効

著効

著効

無効

著効

無効

やや有効

無効

著効

有効

無効

無効

著効

著効

有効

無効

著効

無効

無効

無効

有効

やや有効

なし

な．し

なし

無効

なし

無効

なし

無効

無効

無効

なし なし

無効 無効

なし な．し

なし なし

なし なし

無効 なし

なし なし

無効 ．なし

なし． ﾈし

無効 なし

無効 無効

無効 無効

有効

やや有効

無効

無効

著効

著効

著効

無効

著効

無効

やや有効

無効
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59．M．M．35 女 慢性膀胱炎

60．L。乳51女神経姓頻尿

61．Y．M．42女慢性膀胱、炎

        慢性
62．H．0．33男         前立膝炎

63．UT．56女神経性頻尿

        慢性64．［1］．K。45男
         前立腺炎

65．M． S．47 女 慢性膀胱炎

66．S．A。78男慢性膀胱炎

・T／・・y×髪1鈎！
          な し

14d・ys（やや有効）

     昼1⑪→103T／day ×
     夜4→4 な し
 7晦・ （無効）

     昼10→83T／day X
     夜2→1 な し

14d・y・ 侑効）

     昼15→153 T／d ay ×

     夜3→3 な し 14d・y・ 撫効）

     昼20一う123 T／day ×

     夜3→3          な し 14d・y・（やや有効｝

・T／・・y．E餐13ご∫有効
 14d・y・ （やや有効）

     昼10→83 T／d ay ×

     夜3→1          な し 7 d・y・（やや有効）

     昼16→黒53T／day ×
     夜12→8 無効 14d・y・（やや有効）

やや有効

な し

な し

やや有効

．なし

有効

やや有効

な し

な し

な し

な し

無効

な し

やや有効

な し

無効

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

やや有効

無効

有．効

無効

やや有効

有効

やや有効

やや有効
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86

対象および方法

泌尿紀要 26巻 1‘号 1980年

 対象症例は，頻尿，尿意促迫，残尿感などを訴えて

受診した66例である．疾患の内訳は，神経性頻尿26

例，慢性膀胱炎16例，神経因性膀胱9例，慢性前立

腺炎8例，前立腺肥大症7例である．年齢は6歳から

83歳におよび性別は男31例，女35例である・投与方

法は，flavoxate（ブラダロン）400～1200 mg／dayを

経口的に投与し，投与旧聞は5～21日間である・効果

の判定は，排尿回数，尿意促迫 残尿感，排尿痛～不

快感，会陰部不快感，排尿困難などの自覚症状の経過

について投与前の状態と比較し行なった．

結 果

 全症例66例の成績一覧はTable Iに一括して示し

た．総合効果判定では著効21例（3L8％），有効15例

（22．7％），やや有Pt 12例（18．2％），無効18例（27・3％）

であり，有効率は72・7％であった（Table 2）・

 疾患別にみると，神経性頻尿26例中著効9例（34・6

％），有効2例（7．6％），やや有効4例（15．4％），無効

1！例（42・3％〉であり，有効率は57・7％であった．

慢性膀胱炎16例中著効5例（31・3％），有効4例（25

％），やや有効4例（25％），無効3例（i8・8％）であ

り，有効率は8L3％であった．神経因性膀胱9例中

著効3例（33．3％），有効4例（44・4％），やや有効1例

（11．1％〉，無効1例（ll．1％）であり，有効率は88・9

％であっ＃．慢性前立腺炎8例中著効3例（37・5％），

有効3例（37．5％），無効2例（25個口であり．有効率

は75％であった．前立腺肥大症7例中著効1例（14・3

％），有効2例（28．6％），やや有効3例（42・9％），無

効1例（14・3％）であり，有効率は85・7％であった

（Table 3）．

 症例別にみると，排尿回数では66例中著効21例

（31・8％），有効13例（19・7％），やや有効13例（19・7％），

無効19例（28．8％）であり，有効率は71・2％であ

った．尿意促迫では37例中著効15例（40・5％），有

効5例（13・5％），やや有効6例（16・2％），無効11例

（29．7％）であり，有効率は70・2％であった．残尿感

では40例中著効12例（30％），有効11例（27．5％），

やや有効3例（7．5％），無効14例（35％）であり，有

効率は65％であった．排尿痛～不快感では30例中

著効8例（26．7％），有効4例（13．3％），やや有効塗

例（13・3％），無効14例（46・7％）であり，有効率は

53．3％であった．会陰部不快感では21例申著効8例

（14．3％），有効4例（19．0％），やや有効1例（4．8％），

無効13例（61．9％）であり，有効率は38．1％であっ

た．排尿困難では13例申有効4例（30・8％），やや有

効8例（23．1％），無効6例（46．2％）であり，有効率

は53．8％であった（Table4）．

 副作用と思われる症例は5例に認められ，その内訳

は便秘が2例，下痢が2例，排便回数の増加が1例，

GOT， GPT値の上昇が1例であったが，とくに処置

を要さず全例において消失している．

考 察

flavoxateは膀胱平滑筋に対してspasmolyticな作

Table 2・総 合 効 果

著 効 有 効  やや有効 無 効 計 有効率

 21修F聾    15修F蓼   12膏0    18修；U

（3 1．8 ％） （2 2．7 ％） Q8．2 ％） （2 7．3 ％）

66例
（7 2．7 ％）

Table 3．疾患別の投与効果

疾患
効果  著 効  有 効  やや有効  無 効 計 有効率

神経性頻目

弾性膀胱炎

神経因性膀胱

慢性前立腺炎

前立腺肥大症

  9例
（3 4．6 ％）

  5
（31．3％）

  3
（3 3．3 ％）

  3
（3 7．．5 ％）

  1
（14．3 ％）

  2例
（ 7．6％）

  4
（25 ％）

  4
（4 4． 4％）

  3
（3 7． 5 ％）

  2
（28．6％）

  4例
“5．4％）

  4
（25 ％）

  1
（1L1 ％）

  o

  3
（42．9％）

 11例
（4 2．3 ％）

  3
（1 8．8 ％）

  1
（11．1％）

  2
（25 ％）

  1
（14．3％）

26 tFIJ 57． 7％

16

9

8

7

81．3％

88．9％

75．0％

85．7％
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Table 4．症状別効果

症状  効果  著 効 有効 やや有効 無効 計 有効率

排尿 回 数

尿意 促迫

残  尿  感

排尿痛～
  不霊三

会陰部不快感

排尿 困難

 21例   13例
（31．8％） （19．7％）

 15 5
（40．5％） （13．5％）

 12 11
（30 ％） （2Z5％）

  8      4
（2 6．7 ％） （1 3．3 ％＞

  3      4

（14．3％） （19．0％）

  0      4
（ O ％） （3 0．8 ％）

 13｛列     19伊巨

（19．7％） （28．8％＞

  6     11
（16．2％） （29．7％）

  3     14
（ 7．5％） （35 ％）

  4     14
（1 3．3 ％〉 （4 6．7 ％＞

  1     13
（ 4．8 ％） （6 1．9 ％）

  3      6

（23．1％） （46．2％）

66｛列  7L2％

37

40

3e

21

13

70．2％

65 ％

53．3％

38．1％

53．8％

用を持つ薬剤で，すでに欧米においては神経因性膀胱

や神経因性頻尿などの疾患に広く用いられているM）．

本邦においても本剤に対する基礎的検討が行なわれ，

骨盤神経を介しての膀胱過敏：状態の改善，有効膀胱容

量の増加，排尿効率の改善があることが明らかとなっ

ている5～7）．また，臨床的にも各種の排尿障害症例に

対して用いられ，効果があることが知られている8N33）．

 私たちの試験成績も対象66例において有効率72．7

％を得ており，臨床的に満足のゆくものであった．

疾口引効果をみると，神経因性膀胱8＆9％，前立腺肥

大症85，7％，慢性膀胱炎81．3％，慢性前立腺炎75．0

％，神経性頻尿57．7％の有効率であった．本剤の投

与では効果が期待できないと思われる器質的疾患によ

る排尿障害である前立腺肥大症に対しても85．7％と

いう高い有効率を示したが，その内容をみると著効1

例，有効2例，やや有効3例，無効1例であり，必ず

しも満足できる結果ではなかった．また，今回の臨床

成績で最も主要な標的疾患である神経性頻尿に対する

有効率は57・7％という他の疾患と比較すれば低い値で

あったが，疾患の性格上満足すべきものと思われる．

 症状別効果では排尿画数71．2％，尿意促迫70．2％，

残尿感65％の有効率であり，満足のできる値であ

る．一方，排尿痛～不快感，会陰部不快感，排尿困難

などに対しては良好な結果が得られなかったが，本剤

の作用機序からみて妥当であると言えよう．副作用

は，5例に消化器症状，1例にGOT， GPT値の上昇

が認められたが，いずれも無処置で改善しており，副

題はないものとしてよい．以上から，flavoxateは臨

床上有用な薬剤であると考えられる．

む  す  び

頻尿，尿意促迫などを訴える神経性頻尿，神経因性

膀胱，慢性前立腺炎，前立腺肥大症などの66症例に

対するflavoxateの効果を自覚症状面から検討を行な

った結果，総合効果判定において48例（72・7％）の有

効率が認められた．疾患別の効果では，神経性頻尿

57．7％，慢性膀胱炎81．3％，神経因性膀胱88・9％，慢

性前立腺炎75．0％，前立腺肥大症85・7％の有効率で

あった．症状別効果をみると，排尿回数7L2％，尿意

促迫70．2％，残尿感65％の有効率が認められた．以

上から本剤は臨床上有用な薬剤と思われる．
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